
森
林
美
学
の
今
日
的
意
義
を
問
う 

小
池
孝
良 

 

は
じ
め
に 

森
林
美
学
と
は
、
林
政
学
・
森
林
文
化
学
の
筒

井
迪
夫
氏
（
以
下
敬
称
略
）
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ

か
ら
明
治
初
期
に
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
「
木
材
生

産
を
行
い
、
美
し
い
森
を
造
る
管
理
指
針
」
で
あ

る
と
言
う(

二
〇
〇
九)

。
後
述
す
る
が
、
森
林
美
学

は
歴
史
的
に
は
欧
米
の
進
ん
だ
学
問
を
取
り
入
れ

る
た
め
に
ド
イ
ツ
へ
渡
っ
た
林
学
者
に
よ
っ
て
明

治
初
期
に
導
入
さ
れ
た
。Forstästhetik(

施
業
林
・

人
工
林
の
美
学)

と
い
う
本
を
著
し
た
ハ
イ
ン
リ

ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ー
リ
ッ
シ
ュ
は
「
技
術
合
理

に
管
理
さ
れ
た
森
林
は
最
高
に
美
し
い
」
と
唱
え

た
（
筒
井
一
九
九
六
）
。
こ
の
考
え
方
は
、
林
学
の

祖
と
し
て
ド
イ
ツ
・
タ
ー
ラ
ン
ト
に
高
等
山
林
学

校
（
現
・
ド
レ
ス
デ
ン
工
科
大
学
）
を
開
設
し
、

ゲ
ー
テ
を
は
じ
め
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
に
も
傾

倒
し
た
コ
ッ
タ
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
。 

し
か
し
、
こ
の
科
目
は
現
在
、
発
祥
の
地
ド
イ

ツ
で
は
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
コ
ッ
タ
の

継
承
者
を
自
認
す
る
モ
ザ
ン
ダ
ァ
（
ド
レ
ス
デ
ン

工
科
大
学
造
林
学
教
授
を
経
て
、
現
在
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
工
科
大
学
造
林
学
教
授
）
に
よ
る
と
、「
森
林
美

学
は
正
課
と
し
て
は
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
森

林
家
に
は
熱
心
に
追
求
す
る
人
も
い
て
、
そ
の
理

念
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

我
が
国
で
は
北
海
道
大
学
農
学
部(

以
下
北
大)

で
の
み
「
森
林
美
学
及
び
風
景
計
画
学
」
を
経
て
、

現
在
「
森
林
美
学
及
び
景
観
生
態
学
」
講
義
の
な

か
で
八
コ
マ
講
じ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。 

風
景
計
画
の
門
外
漢
で
あ
る
私
に
は
難
し
い
テ

ー
マ
を
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
原

田
泰
（
一
九
五
四
）
の
「
森
林
と
環
境
―
森
林
立

地
論
」
を
目
標
に
、
造
林
学
の
な
か
で
も
環
境
変

化
に
対
す
る
樹
木
の
成
長
応
答
の
解
明
に
取
り
組

ん
で
き
た
私
が
理
解
す
る
森
林
美
学
を
紹
介
し
、

今
後
の
森
林
管
理
へ
の
情
報
の
一
つ
と
し
た
い
。 

 

森
林
美
学
の
到
達
点 

な
ぜ
、
森
林
美
学
の
話
題
を
本
誌
で
取
り
上
げ

る
必
要
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
最
近
、
あ
い
つ

い
で
森
林
美
学
、
特
に
創
始
者
と
さ
れ
る
ザ
ー
リ

ッ
シ
ュ
の
偉
業
が
世
界
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
依
る
。
そ
の
全
体
像
は
冒
頭
に
述
べ
た

よ
う
に
、「
木
材
生
産
を
中
心
に
森
林
の
多
機
能
を

発
揮
さ
せ
る
」
と
い
う
林
学
の
原
点
に
あ
る
が
、

そ
こ
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
（
田
嶋
・
神
田 

二

〇
〇
八
、
筒
井 

二
〇
〇
九
）
。
こ
れ
は
森
林
の
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
と
同
義
で
あ
ろ
う
（
小

池 

二
〇
一
〇
）
。 

 

小
野
（
二
〇
〇
八
ａ
）
は
、
現
在
、
持
続
的
な

森
林
経
営
の
在
り
方
と
し
て
恒
続
林
思
想
（
メ
ー

ラ
ー 
一
九
二
二
）
の
再
評
価
が
行
わ
れ
て
お
り
、

森
林
美
学
の
意
義
の
再
考
を
行
う
必
要
性
を
指
摘

し
た
。
戦
前
の
森
林
美
学
に
関
す
る
課
題
と
問
題

点
を
集
大
成
し
た
今
田
敬
一
（
一
九
三
四
）（
元
北

大
造
林
学
教
授
・
有
島
武
郎
ら
と
北
海
道
美
術
協

会
設
立
）
の
結
論
の
一
つ
は
、「
森
林
美
学
の
到
達

点
は
メ
ー
ラ
ー
の
恒
続
林
思
想
に
至
る
」
と
い
う

（
清
水
ら 

二
〇
〇
六
）
。
そ
し
て
、
今
田
の
言
う

「
学
問
は
細
分
化
、
分
析
の
道
で
あ
り
、
絵
画
（
森

林
美
学
）
は
総
合
の
道
で
あ
る
。
そ
し
て
林
学
は

こ
の
両
方
を
要
求
す
る
（
途
中
略
）
。
」
と
い
う
言

葉
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（K

oike

ら 

二
〇

一
一
）
。 

 

森
林
美
学
の
流
れ 

森
林
美
学
の
考
え
方
は
、
明
治
期
に
先
進
的
な

科
学
を
導
入
し
、
欧
米
並
み
の
国
力
へ
近
づ
け
る

た
め
に
派
遣
さ
れ
た
学
者
達
の
一
人
、
川
瀬
善
太

郎
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
詳
細
は
筒
井
（
二

〇
〇
九
）
や
秋
林
（
二
〇
一
〇
）
に
譲
る
。
東
京

山
林
学
校
（
現
在
の
東
京
大
学
農
学
部
）
を
設
立

し
た
松
野 

礀(

は
ざ
ま)

に
始
ま
る
ド
イ
ツ
林
学
の

導
入
時
期
に
（
小
林 

二
〇
一
〇
ａ
）
、
彼
は
松
野

と
同
じ
く
ベ
ル
リ
ン
近
郊
の
エ
ー
ベ
ル
ス
ワ
ル
デ

高
等
山
林
学
校
に
学
び(

一
八
九
二~

九
五
年)

、
帰



国
後
、
東
京
帝
国
大
学
に
て
林
政
学
、
森
林
法
律
、

狩
猟
学
を
講
じ
た
。
こ
の
中
で
森
林
美
学
は
紹
介

さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
内
容
は
木
材
生
産
か
ら
の

収
入
を
最
大
に
す
る
、
森
林
経
理
学
で
言
う
土
地

純
収
益
説
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
。 

森
林
美
学
の
体
系
を
著
書
と
し
て
世
に
送
り
出

し
た
の
は
、
初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
ザ
ー
リ
ッ
シ

ュ
で
あ
る
。
彼
は
一
八
八
五
年
の
初
版
か
ら
一
九

一
一
年
の
三
版
に
渡
っ
てForstästhetik

を
著

し
た
。
彼
は
当
時
の
ド
イ
ツ
東
部
シ
レ
ジ
ア
地
方

（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
西
部
）
の
ユ
ン
カ
ー
（
地
主
貴

族
）
で
あ
り
、
先
祖
伝
来
の
山
林
約
一
〇
〇
〇ha

を
経
営
し
た
経
験
か
ら
森
林
美
学
の
執
筆
に
取
り

組
ん
だ
。
そ
の
内
容
は
造
園
学
と
は
異
な
り
施
業

林
の
経
済
的
利
用
が
中
心
課
題
に
置
か
れ
て
い
る
。

そ
の
実
践
の
場
に
は
現
在
ザ
ー
リ
ッ
シ
ュ
記
念
公

園
が
設
け
ら
れ
、
一
九
〇
二
年
の
二
版
に
あ
る
写

真
の
風
景
の
百
年
後
の
姿
が
現
代
に
息
づ
く
（
ヴ

ィ
ス
ニ
ー
ス
キ
ー 

二
〇
一
〇
）
。 

そ
の
後
、
造
林
学
の
本
多
静
六
が
フ
ォ
ン
・
ロ

ー
ラ
イ
の
林
学
全
書
の
中
に
あ
る
ス
テ
ッ
ツ
ェ
ル

の
表
し
た
「
森
林
美
の
育
成
」
を
森
林
美
学
と
し

て
、
一
九
一
〇
年
に
大
日
本
山
林
会
報
誌
上
に
紹

介
し
た
（
今
田 

一
九
三
四
、小
野 

二
〇
〇
八b

）
。

彼
は
川
瀬
と
同
じ
く
ド
イ
ツ
に
学
び
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
大
学
に
て
経
済
学
博
士
（
当
時
林
学
は
経
済
学

部
に
、
現
在
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
環
境
学
系

に
属
す
る
）
を
取
得
し
た
。
こ
の
年
代
か
ら
、
ザ

ー
リ
ッ
シ
ュ
の
森
林
美
学
を
理
解
し
て
い
た
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
後
、
国
立
公
園
の
父
と
さ
れ
る

田
村
剛
や
明
治
神
宮
の
造
成
に
尽
力
し
た
本
郷
高

徳
な
ど
に
よ
っ
て
も
同
じ
く
紹
介
さ
れ
た
（
清
水

ら
二
〇
〇
六
）。
彼
ら
の
多
く
は
、
森
林
純
収
益
説

に
も
注
意
を
払
っ
た
内
容
を
示
し
て
い
た
（
筒
井 

二
〇
〇
九
、
秋
林 

二
〇
一
〇
）
。 

一
九
一
八
年
、
北
海
道
帝
国
大
学
が
設
置
さ
れ

た
年
に
、
林
学
科
第
二
講
座
（
造
林
学
・
森
林
保

護
学
）
の
教
授
で
あ
っ
た
新
島
善
直
と
高
弟
・
村

山
醸
造
の
共
著
、
「
森
林
美
学
」
が
出
版
さ
れ
た
。

村
山
の
研
究
内
容
は
後
述
す
る
。
筒
井
（
二
〇
〇

九
）
の
解
題
に
よ
る
と
、
こ
の
森
林
美
学
は
「
美

学
と
森
林
の
風
景
と
の
関
係
、
森
林
美
と
樹
木
の

美
的
価
値
、
森
林
の
装
飾
と
取
扱
い
方
法
、
公
園
・

庭
園
等
の
森
林
美
造
成
の
技
術
的
手
段
」
と
位
置

づ
け
た
。
そ
し
て
ザ
ー
リ
ッ
シ
ュ
の
言
う
「
施
業

林
の
美
に
関
す
る
学
」
で
は
な
く
「
森
林
に
関
す

る
一
切
の
美
的
活
動
を
考
究
す
る
」
と
あ
る
。
当

時
の
日
本
風
景
論
を
踏
ま
え
、
わ
が
国
の
風
土
に

合
っ
た
森
林
美
学
は
、
そ
の
重
要
性
が
全
国
で
認

識
さ
れ
た
と
言
う
。 

 海
外
で
の
潮
流 

こ
こ
か
ら
は
海
外
に
目
を
向
け
よ
う
。
二
〇
〇

五
年
に
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学O

B

の
林
学
徒
ウ

ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
テ
ル
プ
がW

ald
ästhetik(

自

然
林
の
美
学)

を
著
し
た
。
副
題
に
は
「
森
林
科
学
、

自
然
保
護
、
そ
し
て
人
間
の
魂
の
た
め
に
」
と
あ

る
。
彼
の
写
真
、
挿
絵
、
絵
画
に
は
、
人
工
林
の

風
景
が
題
材
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
（
図-

一
）
。 

            

二
〇
〇
八
年
に
は
ア
メ
リ
カ
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大

学
造
園
学
の
ク
ッ
クJr

．
が
、
ド
イ
ツ
人
の
学
生

ヴ
ェ
ー
ラ
ウ
と
と
も
に
ザ
ー
リ
ッ
シ
ュ
の
本
（
図

版
が
多
用
さ
れ
読
み
や
す
い
の
で
）
第
二
版
を
英

訳
し
、
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
森
林
史
協
会
か
ら
出
版

し
た
（
本
書
は
北
大
旧
林
学
と
信
州
大
旧
森
林
風

致
の
関
係
者
に
よ
っ
て
和
訳
さ
れ
た
）
。
そ
し
て
ザ

ー
リ
ッ
シ
ュ
第
二
版
の
復
刻
も
行
わ
れ
て
い
る
。

図-１ 森林美の風景（W. シュテルプ氏提供） 

道ばたの収穫された丸太が風景の調和をもたらす



ま
た
、
ド
イ
ツ
で
は
第
三
版
が
シ
ュ
テ
ル
プ
に
よ

っ
て
現
代
ド
イ
ツ
語
に
訳
さ
れ
、
第
四
版
の
名
称

で
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
。 

二
〇
一
〇
年
六
月
は
ザ
ー
リ
ッ
シ
ュ
没
後
九
〇

周
年
に
あ
た
り
、
ゆ
か
り
の
地
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
シ

レ
ジ
ア
地
方
の
ポ
ツ
ナ
ム
大
学
で
は
、
そ
の
足
跡

を
祝
う
行
事
と
出
版
が
な
さ
れ
た
（
ヴ
ィ
ス
ニ
ー

ス
キ
ー 

二
〇
一
〇
）
。
彼
の
家
族
の
足
跡
や
森
林

管
理
の
成
功
例
な
ど
と
と
も
に
、
コ
ッ
タ
を
介
し

て
ザ
ー
リ
ッ
シ
ュ
に
も
影
響
を
与
え
た
ゲ
ー
テ
の

「
色
彩
論
」
の
中
に
あ
る
次
の
言
葉
に
よ
っ
て
、

こ
の
本
は
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。 

「
（
色
彩
の
根
源
は
青
と
黄
で
あ
り
、
ロ
ー
ソ
ク

の
灯
り
に
色
彩
の
根
源
を
見
つ
け
た
時
）
そ
う
だ
。

ま
さ
に
自
然
の
も
つ
偉
大
さ
な
の
で
あ
る
。
自
然
は

こ
ん
な
に
も
単
純
だ
し
、
ど
ん
な
に
大
き
な
現
象
で

あ
っ
て
も
、
い
つ
も
小
さ
な
も
の
の
中
に
再
現
さ
れ

る
。」
（
エ
ッ
カ
ー
マ
ン 

一
八
三
六
）
。 

 新
島
善
直
の
教
え 

 

先
に
も
述
べ
た
が
、
新
島
は
東
京
山
林
学
校
に

学
び
、
そ
の
後
、
東
京
帝
大
造
林
学
の
助
手
を
経

て
、
札
幌
農
学
校
森
林
科
の
初
代
教
授
と
し
て
一

八
九
九
年
か
ら
、
森
林
保
護
学
、
造
林
学
、
狩
猟

学
、
応
用
鳥
学
な
ど
を
講
じ
た
（
黒
松
内
町 

一
九

九
三
、
五
十
嵐 

二
〇
〇
九
）
。
新
島
は
当
時
か
ら

林
内
の
老
木
の
役
割
に
注
目
し
、
森
林
の
生
態
系

と
し
て
の
調
和
に
注
目
し
て
い
た
。
そ
し
て
鳥
類

の
た
め
の
巣
箱
、
森
林
の
地
方
美
と
し
て
の
役
割

と
混
交
林
の
意
義
を
研
究
し
て
い
た
ド
イ
ツ
・
ギ

ー
セ
ン
大
学
の
ヘ
ッ
ス
の
元
へ
留
学
し
た
。 

帰
国
後
、
高
弟
・
村
山
醸
造
と
森
林
美
学
を
著

し
た
。
そ
の
内
容
は
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
の

学
生
で
あ
っ
た
村
山
の
卒
業
論
文
（
一
九
一
六
）

「
北
海
道
有
用
樹
木
ノ
美
的
價
値
ヲ
論
ス
」
を
基

礎
に
し
た
。
眼
球
の
構
造
と
認
識
で
き
る
波
長
の

解
析
か
ら
始
ま
り
、
参
考
文
献
の
三
七
編
に
は
、

美
学
と
銘
打
っ
た
和
文
五
編
を
含
む
。
そ
し
て
、

我
が
国
の
国
威
発
揚
に
繋
が
っ
た
と
い
う
志
賀
重

昂
の
「
日
本
風
景
論
」
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
の

Landschaft

に
対
す
る
景
観
の
訳
語
に
も
造
詣

が
深
い
植
物
学
の
三
好
学
（
小
野 

二
〇
〇
八
ｂ
）

の
「
植
物
生
態
美
観
」
な
ど
二
巻
も
含
ま
れ
る
。 

村
山
に
よ
る
と
、
当
時
残
さ
れ
て
い
た
天
然
林

に
魅
了
さ
れ
た
彼
の
感
動
を
基
礎
に
し
て
卒
論
が

執
筆
さ
れ
た
。
ア
イ
ヌ
の
聖
地
と
さ
れ
る
沙
流
川

源
流
の
森
林
が
、
そ
の
心
を
捉
え
た
と
い
う
（
写

真
）
。 

         
 

こ
こ
で
、
新
島
の
方
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
の
は
、
東
京
山
林
学
校
で
森
林
植
物
学
と
造
林

学
を
講
じ
た
マ
イ
ヤ
ー
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
）
の

教
え
で
あ
ろ
う(

黒
松
内
町 
一
九
九
三)

。
そ
れ
は

「
自
然
を
ど
の
よ
う
に
残
す
か
、
森
林
を
ど
の
よ
う

に
再
生
す
る
か
」
で
あ
る
。
こ
の
教
え
の
実
践
例

と
し
て
、
ブ
ナ
北
限
の
町
・
北
海
道
黒
松
内
町
の

歌
才
保
護
林
が
設
け
ら
れ
た
。
な
お
、
マ
イ
ヤ
ー

は
「
自
然
に
帰
れ
」
と
主
張
し
た
ガ
イ
ヤ
ー
の
後

継
者
で
あ
る
（
小
林 

二
〇
一
〇
ｂ
）
。
当
時
、
森

林
経
営
の
基
本
は
土
地
純
収
益
説
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
彼
ら
は
森
林
純
収
益
説
に
立
ち
、
森
林
の

画
一
化
を
避
け
、
混
交
林
の
造
成
と
択
伐
林
を
目

標
と
す
る
天
然
更
新
を
提
唱
し
た
。
ま
た
、
森
林

利
用
学
の
基
礎
を
築
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
体
系
に
は
木
質
資
源
の
利
用
だ
け
で
は
な
く
、

森
林
の
保
健
休
養
利
用
や
環
境
教
育
を
も
に
ら
ん

だ
森
林
風
景
計
画
の
考
え
が
含
ま
れ
る(

筒
井
二

〇
〇
九
、
湊
・
小
池 

二
〇
一
〇)

。 
 森

林
風
景
計
画
へ 

 

ふ
だ
ん
私
た
ち
が
何
気
な
く
眺
め
て
い
る
森
林

の
風
景
は
、
奥
山
は
別
に
し
て
、
我
々
の
森
林
利

 
写真 沙流川源流の林内風景 

１９７３年撮影、鮫島惇一郎氏提供



用
の
結
果
で
あ
る
。
道
を
造
る
こ
と
こ
そ
森
林
利

用
の
根
幹
を
担
う
が
、
そ
の
開
設
方
法
に
も
ザ
ー

リ
ッ
シ
ュ
は
教
科
書
の
五
分
の
一
程
度
を
割
き
、

森
林
美
の
向
上
に
資
す
る
考
え
を
述
べ
て
い
る
。

例
え
ば
、
画
一
的
な
区
画
整
備
を
避
け
、
林
道
に

は
緩
や
か
な
蛇
行
を
設
け
る
方
法
を
提
案
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
シ
カ
な
ど
狩
猟
動
物
が
隠
れ

る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。
ま

た
、
林
道
開
設
後
の
む
き
出
し
の
道
に
干
し
草
（
牧

草
）
の
屑
を
播
く
こ
と
で
種
が
落
ち
て
若
草
が
育

ち
、
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
を
防
ぎ
環
境
保
全
に
配
慮
で

き
る
。
し
か
も
、
獲
物
で
あ
る
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

餌
に
な
る
の
で
狩
猟
に
も
都
合
が
良
い
と
述
べ
て

い
る
。 

 

こ
こ
で
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
狩
猟

に
つ
い
て
の
考
察
が
多
く
の
場
面
で
見
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
林
学
の
理
解
に
は
、
狩
猟
の

文
化
（
野
島
二
〇
一
〇
）
と
科
学
を
学
ぶ
必
要
を

痛
切
に
感
じ
る
。 

田
村
（
一
九
二
九
）
は
著
書
「
森
林
風
景
計
畫
」

の
中
で
、
森
林
管
理
の
単
位
で
あ
る
区
画
の
整
備

に
は
、
尾
根
だ
け
で
は
な
く
沢
筋
に
も
境
を
置
く

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
数
多
く
の
視
察
と
文
献

を
基
礎
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
本
書
に
は
、
ザ
ー
リ

ッ
シ
ュ
森
林
美
学
の
担
う
風
景
計
画
の
紹
介
と
批

判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
著
書
を
踏
ま
え
る
と
、

現
在
、
明
確
な
方
向
性
を
も
っ
て
発
展
を
続
け
る

土
地
利
用
の
科
学
・
景
観
生
態
学
と
土
木
工
学
の

中
で
景
観
工
学
と
そ
の
一
躍
を
担
う
フ
ォ
レ
ス
ト

ス
ケ
ー
プ
の
展
開
が
理
解
出
来
る
（
堀
ら 

一
九
九

六
、
篠
原 

二
〇
〇
八
）
。
こ
の
景
観
工
学
こ
そ
、

定
量
化
・
数
量
化
を
旨
と
し
、
ま
さ
に
先
端
科
学

と
し
て
躍
進
す
る
大
系
で
あ
る
と
私
は
感
じ
る
。 

小
野
（
二
〇
〇
八
ｂ
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

風
景
計
画
の
視
点
に
立
て
ば
森
林
域
は
そ
の
一
部

で
あ
り
、
森
林
だ
け
が
独
立
し
た
要
素
と
は
な
り

に
く
い
。
そ
の
中
で
、
林
内
を
利
用
す
る
保
健
休

養
効
果
な
ど
と
そ
の
機
能
向
上
の
手
立
て
は
、
奥

ら
（
二
〇
〇
七
）
が
「
森
林
景
観
づ
く
り
」
と
し

て
指
針
を
示
し
た
。
特
に
見
せ
た
い
場
所
（
視
対

象
）
と
見
る
場
所
（
視
座
）
の
調
整
と
い
う
具
体

的
な
指
針
が
示
さ
れ
た
。 

で
は
、
こ
れ
ら
の
流
れ
の
中
で
、
森
林
美
学
を

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
と
良
い
の
か
。
ド
イ
ツ

で
の
シ
ュ
テ
ル
プ
と
の
議
論
の
中
で
理
解
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
論
じ
た
い
。
そ
れ
は
、
は
じ
め
に

述
べ
た
よ
う
に
森
林
美
学
の
発
展
に
は
、
数
量
化

だ
け
で
は
な
く
、
絵
画
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
本

能
・
直
感
に
訴
え
る
部
分
と
の
調
和
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
今
田
の
言
葉
や
篠
原
（
二

〇
〇
八
）
が
述
べ
て
い
る
「
景
観
の
解
析
法
」
と

同
義
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。 

 生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と
森
林
の
美
的
扱
い 

 
森
林
を
取
り
巻
く
大
気
、
樹
木
、
微
生
物
、
昆

虫
、
そ
れ
ら
に
依
存
し
た
鳥
類
や
動
物
な
ど
を
一

体
と
し
て
捉
え
る
生
態
系
と
し
て
の
森
林
機
能
の

解
明
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
気
中
の
二
酸
化
炭

素
固
定
・
貯
留
、
多
く
の
生
命
の
生
息
場
所
、
水

土
保
全
な
ど
の
機
能
を
森
林
生
態
系
は
有
す
る
が
、

こ
の
う
ち
人
間
の
利
益
に
つ
な
が
る
機
能
を
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
物
質
の

供
給
、
環
境
の
調
整
、
そ
し
て
文
化
的
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
類
型
化
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
基
礎
を
担

う
の
は
基
盤
的
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
そ
れ
は
植
物

の
一
次
生
産
機
能
に
依
存
す
る
（M

E
A

二
〇
〇

五
）
。
従
っ
て
、
持
続
的
な
森
林
管
理
を
行
う
上
で
、

森
林
植
物
の
持
つ
物
質
生
産
機
能
を
高
め
る
こ
と

が
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
続
け
る
こ
と
を
保
証

す
る
。 

こ
こ
で
、
ス
イ
ス
で
森
林
経
営
を
学
ん
だ
吉
田

茂
二
郎
の
言
葉
を
引
用
し
た
い
。
そ
れ
は
「
機
能

的
に
も
優
れ
て
い
る
森
林
は
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
も

優
れ
て
い
る
（
つ
ま
り
機
能
美
で
あ
ろ
う
）
。
」
こ

れ
は
森
林
認
証
を
い
ち
早
く
取
得
し
た
速
水
林
業

の
足
跡
に
も
語
ら
れ
て
い
る
（
速
水
二
〇
〇
七
）
。 

 

周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
最
近
、
我
々
が
経
験

し
な
か
っ
た
勢
い
で
植
物
の
生
産
環
境
で
あ
る
大

気
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
上
昇
し
続
け
、
近
々
四

〇
〇ppm

に
達
す
る
。
一
九
八
〇
年
頃
に
は
光
合



成
速
度
は
先
人
の
研
究
例
と
比
較
す
る
た
め
に
、

三

〇

〇ppm

の

値

に

補

正

し

て

い

た

。

O
ikaw

a(
一
九
八
六)

の
予
測
研
究
に
よ
る
と
、
大

気
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
約
五
五
〇ppm

に
達
す
る

と
上
層
木
の
葉
面
積
指
数
（
単
位
面
生
当
た
り
の

葉
面
積
）
が
上
限
に
達
し
、
林
床
へ
の
光
が
届
か

な
く
な
る
。
こ
の
た
め
に
相
対
光
量
が
四
％
を
下

回
り
、
更
新
稚
樹
は
育
た
な
く
な
る
（
原
田 

一
九

五
四
）
。
こ
れ
を
克
服
す
る
一
助
と
し
て
、
ザ
ー
リ

ッ
シ
ュ
が
実
践
し
た
強
度
間
伐
の
一
種
で
あ
る
ポ

ス
テ
ル
間
伐
（
地
名
に
由
来
す
る
名
称
。
上
層
の

優
勢
木
を
残
し
て
用
材
生
産
を
め
ざ
し
、
細
い
優

勢
木
と
準
優
勢
木
を
伐
採
利
用
し
、
下
層
に
野
生

動
物
の
す
み
か
や
餌
を
提
供
す
る
低
木
を
残
す
）

が
有
効
で
あ
ろ
う
。
こ
の
育
林
方
法
は
、
我
が
国

で
は
唯
一
、
信
州
大
学
構
内
演
習
林
で
風
致
間
伐

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
（
伊
藤
・
馬
場 

一
九
八

九
）
。 さ

ら
に
、
東
ア
ジ
ア
の
急
速
な
経
済
発
展
に
よ

っ
て
窒
素
酸
化
物
が
生
態
系
を
撹
乱
す
る
事
態
が

顕
在
化
し(

伊
豆
田 

二
〇
〇
六)

、
森
林
衰
退
も
再

び
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
き
た
。
少
量
で
あ
れ
ば

窒
素
沈
着
は
肥
料
と
し
て
成
長
を
促
す
が
、
増
え

す
ぎ
る
と
枝
葉
の
成
長
を
加
速
し
、
特
に
ナ
ラ
類

や
カ
エ
デ
類
の
二
次
伸
び
を
助
長
す
る
こ
と
で
秋

に
成
っ
て
も
若
葉
が
存
在
し
、
樹
冠
の
紅
葉
が
く

す
ん
で
し
ま
う
（
図-

二
）
。 

          

さ
ら
に
、
強
力
な
酸
化
物
質
で
あ
る
オ
ゾ
ン
は
、

成
層
圏
で
は
紫
外
線
か
ら
生
命
を
守
る
働
き
が
あ

り
注
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
地
表
面
か
ら
十

一km

付
近
に
存
在
す
る
対
流
圏
オ
ゾ
ン
は
、
森

林
衰
退
を
引
き
起
こ
す
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代

か
ら
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
北
海
道
で
は
稚
内
の

近
く
の
北
大
天
塩
研
究
林
と
観
光
地
・
摩
周
湖
外

輪
山
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
に
深
刻
な
衰
退
が
見
ら
れ
て

い
る
。
美
し
い
風
景
の
な
か
に
枯
れ
木
が
目
立
つ

よ
う
に
成
っ
て
き
た
（
野
口
ら 

二
〇
一
一
）
。 

 

木
材
生
産
の
場
や
住
環
境
と
し
て
の
森
林
の
役

割
を
否
定
す
る
者
は
い
な
い
。
こ
の
森
林
の
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
的
な
高
度
利
用
の
た
め
に
も
、

我
々
が
経
験
し
な
か
っ
た
無
機
環
境
の
変
化
に
対

す
る
林
木
へ
の
成
長
へ
の
影
響
を
予
測
し
、
例
え

ば
、
ポ
ス
テ
ル
間
伐
な
ど
定
性
的
で
あ
っ
て
も
森

林
の
保
育
管
理
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。 

最
後
に
、
本
稿
の
基
礎
と
成
る
資
料
を
提
供
い

た
だ
い
た
筒
井
迪
夫
、
小
林
富
士
雄
、
大
貫
仁
人
、

鮫
島
惇
一
郎
、
吉
田
茂
二
郎
、
清
水
裕
子
、
故

田
嶋

謙
三
各
氏
に
深
く
感
謝
す
る
。 

（
北
海
道
大
学
農
学
部
） 
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図－２ ミズナラで見られる秋伸びと

紅葉の仕方 
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